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 小学校では令和２年度から、中学校では令和３年度から新学習指導要領が全面実施されます。また、高等

学校では、令和４年度から年次進行で実施されます。「社会に開かれた教育課程」「カリキュラム・マネジメ

ント」「主体的・対話的で深い学び」等、新学習指導要領に盛り込まれた様々なキーワードを実際の教育活動

に落とし込みながら、「予測困難な時代に未来の創り手となる人材」を育成することが求められています。プ

ログラミング教育、道徳教育、主体的・対話的で深い学び等をどのように進めていくか、不安を抱えている

先生方も少なくないと思います。実施に向けての準備は万全ですか？ 

 

特集  どんとこい！新学習指導要領 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【問①】小テストの回収後。 

「さて、採点する前に出席番号順に並べ替えないと・・・」 

みなさんは、小テストのプリントをどのようにして並べ替えますか？ 

頭の中で、どのような手順を思い浮かべましたか？ 

ＡＩをはじめとした情報技術の飛躍的な発展に伴い、今後の高度情報社会を支えるＩＴ人材の裾野を広げる

ことが各種政府方針等で提言されています。それを受け、新しく改訂された学習指導要領では、小・中・高等

学校を通じてプログラミング教育が実施されることになりました。子供たちの発達の段階に応じて、生活や教

科等の学習と関連させながら「プログラミング的思考」を育んでいきます。 

 「プログラミング的思考って何だろう？」「アルゴリズムって何だろう？」「小・中・高等学校で、どのよう

にプログラミング教育を行っていけばいいんだろう？」 

それぞれの校種におけるプログラミング教育についてまとめました。 

新学習指導要領におけるプログラミング教育           Ｐ１～４ 

「特別の教科 道徳」における授業づくり             Ｐ５ 

キャリア教育の推進のために                   Ｐ６ 

長崎県の子供たちの学力の向上に向けて              Ｐ７、８ 

今求められる「学校全体で取り組む授業改善」          Ｐ９ 

Ｎｅｗ『学び続ける教師のために』活用のススメ         Ｐ１０ 

「『見守りシート』活用ガイドブック」について          Ｐ１１ 

通級による指導、長崎県発達障害等訪問支援システムについて   Ｐ１２ 

教育相談の充実                            Ｐ１３ 

長崎県教育センターＷｅｂサイトをリニューアルしました！    Ｐ１４ 

所長あいさつ、研修講座のお知らせ、連絡先一覧            Ｐ１５ 

新学習指導要領におけるプログラミング教育 

御意見・御要望をお待ちしています 

「info!ながさき」の内容に関して「こんなことを知りたい」「この記事は役に立った、ここが面白かった」

等の御意見・御要望をお待ちしています。今後の記事作成の参考にさせていただきます。 

また、いただいた御意見は、本誌に掲載することもありますので御了承ください（お名前等の個人情報は

載せません）。メールで次のアドレスにお願いします。 info-nagasaki@pref.nagasaki.lg.jp 
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令和２年度から小学校プログラミング教育を始めるうえで、参考となるカリキュラムモデル（簡易版）と理

科におけるプログラミング学習ソフトの活用例を作成しました。今回、作成したカリキュラムモデルは、学習

指導要領に例示されている単元で実施するものを取り上げています。                      

  

≪カリキュラムモデル（簡易版）≫ 

 

 

 

 
 

≪理科におけるプログラミング学習ソフトの活用例≫ 

プログラミング体験を通して、身の回りには電気の性質や働きを利用した道具があることを実感するととも

に、電気の量と働きとの関係、発電や蓄電、電気の変換について、より妥当な考えをつくりだし、表現するこ

とができるようにします。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

＜小学校におけるプログラミング教育の配慮事項＞ 

 プログラミング的思考とは、「自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組合せが必要

であり、一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組み合わせたらいいのか、記号の組合せをどのように

改善していけば、より意図した活動に近づくのか、といったことを論理的に考えていく力」です。 

身近な生活の中で使用されている機器や製品のプログラムが、どのような仕組みで処理されるのかについて

学ぶ際、コンピュータを使った体験は欠かせません。プログラミング的思考は、児童がブロックを組み合わせ

試行錯誤しながらよりよい考えを見いだすことで、身に付く力とされているからです。理科での実践は、児童

自らが考えたプログラムが実機にどのように反映され、どのように改善すれば意図した処理を行わせることが

できるかを学習することから、中学校技術の計測･制御の内容に繋がっており、重要な役割を担っています。  

教科 5 年 6 年 

総合的な 

学習の時間 

単元「プログラミング体験を通して、自分

の生活を振り返ろう」 

［実施時期 11 月中旬］ 

 

理科 
 単元「電気の性質とその利用」 

    ［実施時期 11 月中旬］ 

算数科 
単元「正多角形と円周の長さ」 

［実施時期 2 月中旬］ 

 

小学校におけるプログラミング教育 

・指導案 ・ワークシート ・模擬授業動画

【問②】夜間、防犯用のために人感センサーに反応する機器を取り付けます。下のような

プログラムを組みました。このプログラムをよりよいものにするために、どのような改善

案がありますか？ 

「もし明るさが～なら」のブ

ロックを追加すると、電気の

利用の効率がよくなるね。 

改善の視点（効率性） 

総合的な学習の時間においてコンピュータ操作に慣れ親し

んでおけば、算数科や理科での学習が円滑に実施できます。

１時間程度で実施可 

２時間程度で実施可 

５時間程度で実施可 

・指導案 ・ワークシート ・スライド資料

※指導案、ワークシート等は学校支援サイト「玖島の杜」

に UP 済みです。ダウンロードして御活用ください。

ずっと繰り返す
もし明るさが70以下なら

でなければ
スイッチを切る

もし⼈との距離が100cm以下なら

でなければ
スイッチを⼊れる

スイッチを切る



Page ３                                                                             info! ながさき 

 

中学校におけるプログラミング教育は、技術・家庭科技術分野が中心的な役割を担っています。学習指導要

領には技術分野以外での具体的な例示はありませんが、プログラミングを含む情報活用能力は、各教科等の特

質に応じて適切に指導することと明記されています。 

技術分野におけるプログラミング教育は、「D 情報の技術」の内容に位置付けられており、従前の計測・制御

のプログラミングに加え、ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミングが新設され、

内容が高度になりました。学習指導要領解説 技術・家庭編（以下解説）には４つの学習活動が例示されており、

そのうち２つについて授業の具体例をまとめてみました。 

 ネットワークを利用した双方向性の 

あるコンテンツのプログラミング 
計測・制御のプログラミング 

解説に記載さ

れている学習

活動の例示 

学校紹介の Web ページにＱ＆Ａ方式のクイ

ズといった双方向性のあるコンテンツを追

加する 

気温や湿度の計測結果に基づきかん水（水や

り）などの管理作業を自動的に行う栽培ロボ

ットのモデルを開発する 

例示に対応し

た授業の流れ 

 

※教育センター

研修員個人研究

（H29・３０）

より 

学校 Web ページから問題を発見→魅力ある

ページに改良するための課題を設定→双方

向性のあるコンテンツの構想→Scratch を

使ったプログラミング→プログラムの評価・

改善→学校 Web ページにコンテンツを追加

し、魅力あるページに改良 

 

 

生物育成の学習を振り返り、日常の管理作業

の問題を発見→計測・制御のプログラミング

で解決可能な課題を設定→システムの構想

（センサとアクチュエータの選択）→プログ

ラミング・システムの制作→動作確認→シス

テムやプログラムの評価・改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 技術分野の「Ｄ情報の技術」は、高等学校の共通教科情報科の学習につながります。高等学校では、中学校

までに身に付けてきた情報活用能力を基に、コンピュータの働きを科学的に理解したり、実際の問題解決にコ

ンピュータを活用したりすることが求められます。 

Q．ロボットやマイコンボード等の教材は必要なの？必要としたらどれがいいの？ 

A．計測・制御のプログラミングでは、シミュレーションだけでなくセンサやＬＥＤ・モータ等を使って 

課題を解決するためのシステム（モデル）を作る必要があります。そのための教材として、Arduino、

Studuino、プロッチ、micro:bit、計測制御プログラマー等の機器が考えられます。 

Q．「ネットワークを利用した双方向性」ってどういう意味？ 

Ａ．使用者の働きかけ（入力）によって、応答（出力）する機能が双方向性で、その一部の処理の過程にコ

ンピュータ間の情報通信が含まれることをいいます。 

Ｑ．先行事例や教材等の情報はどこで探せばいいの？ 

Ａ．技術分野のプログラミング教育に関する全国の先行事例や教材等については、学校支援サイト「玖島

の杜」（ログイン→中学校→技術・家庭）に掲載していますので、是非参考にしてください。 

Ｑ＆Ａ 

中学校におけるプログラミング教育 

計測制御プログラマー

スイッチング回路
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 高等学校では、新学習指導要領の内容が令和４年度から年次進行で実施されます。今回の改訂で、共通教科

情報科の科目は、基礎的な内容を取り扱う必履修科目「情報Ⅰ」と、より高度で発展的な学習を行う選択科目

「情報Ⅱ」に再編され、両科目でプログラミングを扱います。 

 さて、コンピュータを用いてプログラミングを行う際には、まず、 

・どのような問題を解決するのか 

・どのような処理手順や計算方法で問題を解決するのか 

という２点について、事前に明らかにしておく必要があります。 

この「ある問題を解決するための手順」を表現したものがアルゴリズムであり、我々が日常で使っている自

然言語や、処理の流れを図式化したフローチャートなどで表現されます。そして、最終的には、各種のプログ

ラミング言語を用いてアルゴリズムを表現し、プログラムを作成・実行することで、コンピュータに命令を与

えます。下の図は、アルゴリズムをコンピュータ上でプログラミングする実習の様子を表したものです。 

 
 

 共通教科情報科におけるプログラミングでは、中学校までの内容と比較して、より高

度なアルゴリズムを扱います。しかし、教科書に掲載されているアルゴリズムについて、

教師が説明するだけの授業では、生徒の思考力を鍛えることはできません。生徒が自ら

考え、対話を通して試行錯誤しながら、答えを導き出していくような深い学びにするた

めに、テーマや発問を工夫し、アクティブな授業にしましょう。 

 なお、令和６年度に実施される大学入学共通テストでは、情報Ⅰの内容が出題される予定です。併せて、CBT

（Computer Based Testing）を活用した試験として実施するよう、準備が進められています。したがって学

校では、コンピュータを使った実習を取り入れ、生徒にコンピュータ操作を習熟させておくことが求められま

す。大学入試の今後の動向については、注視しましょう。 

P１の問①を解決するアルゴリズムの例はコチラ 

https://www.edu-c.news.ed.jp/web_contents/sort_answer.pdf 
 

高等学校におけるプログラミング教育 ～アルゴリズムとプログラミング～ 

アルゴリズムの検証 

問題発⾒・解決能⼒の育成 

興味・関⼼の喚起 
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  道徳教育の目標は、子供たちの道徳性を養うことです。学校の教育活動全体を通じて行われる道徳教育

の要として、小学校では平成３０年度から、中学校では令和元年度から「特別の教科 道徳」が全面実施

となりました。（特別支援学校小学部、中学部は小・中学校学習指導要領に準じます。高等学校では「特

別の教科 道徳」が設けられていませんが、中核的な道徳教育の指導場面は、公民科に新たに設けられた

「公共」及び「倫理」並びに特別活動となります。） 

板
書
を
生
か
し
、
学
び
を
見
え
る
化 

 

 

 

 

「特別の教科 道徳」において、児童生徒のインターネットやＳＮＳの適正な利用に向け、情報モラル

教育教材を、各学校の実態に応じて活用することができます。 

［情報モラル教育教材：「ＳＮＳノート・ながさき」の教材（例）］  

 【「特別の教科 道徳」の目標】 
  よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見
つめ、物事を（広い視野から）多面的・多角的に考え、自己の（人間としての）生き方についての考えを
深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。  ※（ ）内は中学校 

 
＜「考え、議論する道徳」の授業展開例＞ 

上記目標を踏まえて以下の四つの学習活動を基本として、各学校や子供の実態に応じて授業を組み立ててい
きましょう。 
○ 道徳的諸価値について理解する学習活動 ○ 自己を見つめる学習活動 
○ 物事を多面的・多角的に考える学習活動 ○ 自己の生き方についての考えを深める学習活動 

【小学校低学年】  

○テーマ 

「つかいすぎていないかな」 

○内容項目 

［B-(8)：礼儀］ 

○ねらい（一部省略） 

主人公の行動に着目して、ゲ

ームやネットの「使いすぎ」につ

いて考える。 

◎問題意識をもたせたり、教材の内容に

興味や関心をもたせたりする 

○自分の考えをもつ 

○教材の内容を事前に理解する 

○生活体験を想起する 

◎子供の感じ方を生かし、物事を多面

的・多角的に考えさせる 

○道徳的諸価値を理解する 

 ｢価値理解｣ ｢他者理解｣ ｢人間理解｣ 

 

◎考えたことや分かったことを確かめ

させたり、学んだことを更に深く心に

とどめさせたりする 

○自己の考えを振り返る 

 ｢自己理解｣ 

○教材提示の工夫 

・教師による読み聞かせ 
・紙芝居や影絵 
・人形やペープサート  
・ビデオ映像 
○発問の工夫（発達段階に応じて）
・考える必然性や切実感のある発問
・自由な思考を促す発問 
・矛盾、対立するような物事を扱う

発問 

○書く活動の工夫 
・道徳的価値について自分自身を見

つめ、考える時間の確保 

○評価の工夫 
・子供の学習過程や成果（発表、ワ

ークシート等）の記録をファイル
等に蓄積 

教師の支援（◎）学習活動（○） 

【「特別の教科 道徳」の授業づくりのイメージ（例）】 

段階 手立ての工夫 

「特別の教科 道徳」における授業づくり 

【高等学校】 

○テーマ 

「こんなつもりじゃなかったのに」

○ねらい（一部省略） 

  コミュニケーションにおける危

険（リスク）を予想することの重要

性に気付き、自分と他者との危険

（リスク）の予想の「違い」に気付

く。 

【中学校】 

○テーマ 

「写真を公開する前に」 

○内容項目 

［A-(1)：自主、自律、自由と責任］

○ねらい（一部省略） 

  写真の公開におけるネットの特

性に気付き、さらに、写真を公開し

てほしくない場合の対応方法につ

いても考えを深める。 

事
前
・
導
入

展
開 

終
末 
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「キャリア教育・進路指導について」（平成３０年５月 文部科学省）を基に作成

＜基礎的・汎用的能力のイメージ図＞

「小学校キャリア教育の手引き＜改訂版＞」（平成２３年５月 文部科学省） 

を目指しています。 

 

 

新学習指導要領の総則には、「児童又は生徒が、学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的・

職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくことができるよう、特別活動を要としつつ

各教科等の特質に応じて、キャリア教育の充実を図ること」と明示されています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア教育の推進のために 

☆ 児童生徒がキャリア教育に関する活動を

記録し、蓄積していきます。 

新学習指導要領特別活動編には、「学校、家庭

及び地域における学習や生活の見通しを立て、

学んだことを振り返りながら、新たな学習や生

活への意欲につなげたり、将来の生き方を考え

たりする活動を行う」際に、児童生徒が「活動

を記録し蓄積する教材等を活用すること」とさ

れています。 

こうした教材として「キャリア・パスポート」

が導入され、令和２年４月より学校段階を越え

て活用することになります。 

☆ 長崎県は、「ふるさとを活性化するキャリア

教育充実事業」（中学校が対象）に取り組んで

います。 

 

県内の「優良企業見学」と「起業体験活動」

を核とした、ふるさとを活性化しようとする

職業体験学習プログラムのことです。 

 

キャリア教育の役割は、小学校から高等学校等

までの教育活動全体の中で「基礎的・汎用的能力」

を育むことです。 

＜小学校＞ 

Ｑ：進路指導が位置付けられていないから、キャ

リア教育は必要ないのでは？ 

Ａ：キャリア教育は、児童の発達段階に応じて実

施されるものであり、小学校から必要です。

＜中学校や高等学校＞ 

Ｑ：キャリア教育は、職場体験活動や社会人講話を

実施しているから、それで十分ではないの？ 

Ａ：キャリア教育は、教育活動全体の中で基礎的・
汎⽤的能⼒を育むものであり、職場体験活動など

の固定的な活動だけにならないようにすること

が大切です。 

キャリア教育では、保護者・地域と連携しなが

ら、各校種の学びを継続的かつ系統的に蓄積させ

ることが大切です。 

〇探究的な学習に主体的・協働的に取り組む

態度を養い、ふるさとに関する課題を創造

的に解決する力の育成 

〇ふるさとへの愛着と誇りを持ち、ふるさと

の将来を担おうとする実践力の育成 

小学校におけるキャリア教育の目標例 
 

〇自己及び他者への積極的関心の形成・発展 
  自分及び他者の大切さに気付き、家族や友達・周囲の

人々にかかわりながら積極的に働きかけようとする能

動的な子ども。 

〇身のまわりの仕事や環境への関心・意欲の向上 
  身のまわりには様々な仕事がたくさんあることに気

付き、そこで働いている人の思いや願いを探ろうとする

子ども。 

〇夢や希望、憧れる自己イメージの獲得 
  得意なことや好きなことを生かして将来なりたい自

分の姿を描いたり、目標をもったりすることを通じて、

できることをやり尽くそうと努力する子ども。 

〇勤労を重んじ目標に向かって努力する態度の育成 
  係活動やお手伝いなど、その場で自分にできることを

見つけて進んで実践しようとしたり、目標をもって努力

しようとしたりする意欲をもった子ども。 
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③特に重視して育成したい資質・能⼒の設定
次の観点を踏まえて、②の中から、特に重視したい資質・能⼒の焦点化
を図る。

・教職員が、特に課題と考えている資質・能⼒は・・・
・地域や家庭と共に、育成したい資質・能⼒は・・・
・学校の特⾊を表す資質・能⼒は・・・ など

（例）⼈・こと・ものと関わりながら、⾃分の考えを表現する⼒
（思考⼒・判断⼒・表現⼒等の育成）

焦点化

学びを⼈⽣や社会に⽣かそうとする
学びに向かう⼒・⼈間性等の涵養

⽣きて働く
知識・技能の習得

未知の状況にも対応できる
思考⼒・判断⼒・表現⼒等の育成

①学校教育⽬標の捉え直し
資質・能⼒の三つの柱と関連付けながら、学校教育⽬標で何を重視す

べきかを整理し、明らかにする。

資質・能⼒の三つの柱

明確化

②育成したい資質・能⼒の設定
共有化

 
 
 
＜各教科で資質・能力を具体化する。例：算数科＞

 

 

長崎県の子供たちの学力の向上に向けて 

本県では過去５年間、各教科の平均正答

率がほぼ全て全国平均を下回っています。

また、学力向上に向けた様々な取組があ

る一方、例年同じ課題が指摘され、改善に

至っていないという現状があります。 

学力の保障は子供の未来の保障です。授

業を通して、子供たちの資質・能力を確実

に育成していかなければなりません。 

そのための鍵は「授業改善」と「学校の

チーム力」です。この二つの視点で日々の

実践を今一度、見直してみましょう。 

学力向上のためには、子供にどのような力を育てるのか

を明確にした上で、授業づくりをしていくことが大切で

す。  

新学習指導要領には、資質・能力の三つの柱が示されま

した。各学校においては、この資質・能力を踏まえ、学校

教育目標を捉え直した上で、児童生徒に育成したい資質・

能力を設定します。 

キーワードは「明確化」⇒「共有化」⇒「焦点化」です。

ポイント① 育成したい資質・能力を具体化する。 

各教科においても資質・能力、指導内容が
三つの柱に沿って明確化され、学年や領域等
に応じて具体的に示されています。 

子供や地域の実態、そこに住む人々の

夢、希望、願い等を踏まえて、育成した

い資質・能力を設定します。 

そして、「特に重視して育成したいも

の」⇒「各教科で育成するもの」⇒「各

単元で育成するもの」・・・、と具体化し

ていくことが重要です。 

※詳しくは「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善№２､３」を御覧ください。(教育センターWeb サイト内)

学力向上の鍵 その１ 育てたい資質・能力を見据えた「授業改善」 

○学校全体で特に重視して育成したい資質・能力 
 

この授業では、上記の資質・能力を育成す
るために、次の活動を設定します。 
・面積の求め方を比較する 
・面積の求め方にタイトルをつける 

全国学力・学習状況調査結果から（H26～H30） 

○この授業で育成する資質・能力 

「比較する力」「関連付ける力」「言葉で伝え合う力」

○算数科で育成する資質・能力 
「基礎的・基本的な数量や図形の性質を見い出し 

統合的・発展的に考察する力」 

小学校 中学校 

第６学年図形 B「円の面積」 

 

 

 

既習事項を活用して、複合図形 

の面積を求める学習 

めあて「木の葉形」の面
積の求め方を考えよう。 
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学力向上のためには、学校全体で目標を共有し、職員一人一人が資質を高めること、協働することが大切

です。そのための研修実践例を紹介します。 

① 初任者研修等の経年研修を活用した研修 

平成３０年度、初任者 
配置校に在籍する中堅研 
対象者の９３％が、初任 
者への教科指導等の研修 
にメンターとして関わり 
ました。 
 学校の協働体制のもと 
先輩が若手を指導するな 
ど相互の指導力の向上を 
図る研修が行われていま 
す。 

④ 出前講座等、外部に学びを

求める研修 

出前講座で研究の
方向性の確認がで
き、改善策が明ら
かになりました。

初任者研修

メンター

メンター

若手研中堅研

メンター 

② 育成指標を手掛かりに教科指導

力の向上を図る研修 

センターでは「長崎県 教員等と
しての資質の向上に関する指標」を
参考に、自分の課題を明らかにする
研修をしています。各学校に帰って
も、その課題を日々の授業改善につ
なげる研修が行われています。 
 

初任者 

③ データを踏まえて課題改善

につなげる研修 

研究主任 

全学の度数分布から
子供たちの実態を把
握し、有効な手立て
を検討しました。 出前講座

受講者 

指標を手掛かりに自己
分析をし、取り組むべ
き課題が見えました。 

A は｢正方形から扇形を引く方
法｣だね。 

B は A とは違って「扇形から
三角形を引く方法」だね。 

使っている図形について
話し合いましょう。 

B は扇形と三角形を使っているね。

ＡとＣの考えは正方形と扇形を
使っているね。 

どれも知ってい
る図形を使って
考えているのだ
ね。 

図形を合わせたり
引いたりする方法
は、別の問題でも
使えそうだね。 

考え C

ポイント② 子供が数学的な見方・考え方を働かせるための単元構想、授業構想をする。 

学力向上の鍵 その２ 「学校のチーム力」を高める研修の工夫 

こ こ を 改 善 す る 
手立てを考えよう 

⑤ 校種を越えて連携した研修 

平成３０年度の出前講座等のうち
異校種の教職員が参加した研修は、
４１件でした。 

幼保小、小中高、小中特など子供
たちを育てるために異校種で連携し
た研修が行われています。 

資質・能力を育むためには、主体的・対話的で深い学びを実現していく必要があります。また、「深い学び」
の鍵となるのが各教科の特質に応じた見方・考え方です。その見方・考え方を働かせられるよう、子供が「ど
のような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考していくか」を明確にする必要があります。 

10×10×3.14÷４－10×10÷２ 

＝28.5 

28.5×２＝57 

考え B 

10×10－10×10×3.14÷４ 
＝21.5 

100－21.5×２＝57 

考え A 

教師は何を見せて、何
を問うか。意図的かつ
適切な「資料の提示」
や「問い掛け」があっ
てこそ、深い学びが実
現します。 

子供が数学的な見方・考え方を働かせる「資料の提示」と「問い掛け」の例 

○この授業で働かせたい数学的な見方・考え方 

 図形を構成する要素に着目して、筋道を立てて面積の求め方を考える。 

ＡＢＣの考えにタイトル
を付けましょう。 
ＡＢＣの考えの似ている
ところはありませんか。 
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 新学習指導要領では、「資質・能力の育成のために、教育活動の質の向上と学習効果の最大化を図る」カリキ

ュラム・マネジメントの充実が求められています。授業等を通して「教科等をつなぐ」取組はカリキュラム・

マネジメントの一つの大切な側面です。その教科等横断的な教育活動を進める第一歩として、資質・能力を育

成する視点から「学校全体で」授業改善に取り組んだ例をここでは紹介します。 

 

 

※Ｒ（把握）Ｖ（構想）Ｐ（計画）Ｄ（実践）Ｃ（評価）Ａ（改善） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○子供の姿から課題を見出し、育成したい資質・能力を設定できた。 

○発問や課題設定の工夫を通して、生徒が思考し表現する場面が増えた。 

○ルーブリックを作成することで、教師は活動の目的を明確にすることができた。 

○生徒は、学びの成果や次の目標等をルーブリックを使って可視化することができたため、自身の発信力につ

いて客観的に振り返り、努力を重ね、向上を実感することができた。 

○授業参観シートを活用して、教科の枠を超えて意見を交わすことができた。 

▲今後、単元目標や内容のつながりを意識し、各教科の学びを関連づけながら資質・能力の育成を目指す必要

がある。（そうすれば、教科等横断型の授業研究が更に進み、カリキュラム・マネジメントの促進につながることが期待できる。） 

 

今求められる「学校全体で取り組む授業改善」 

※平成３０年度調査研究より（高校教育研修班）

協力校：川棚高等学校 期間：５月～１１月 

高校教育研修班では、新学習指導要領全面実施を見据え、学校全体で授業改善に取り組むために校内研修（授業研

究）の在り方について今年度から研究を進めています。各学校にアンケート等を依頼する予定ですので、御協力よろ

しくお願いいたします。なお研究成果については、研修講座にて発信できるよう、2 年間かけて準備をします。校内

研修について、どこから、そしてどのように着手すればよいのか、各学校の実情に応じた情報を提供します。 

育成したい資質・能力の設定 

ア 発問や課題設定の工夫 

イ 自己評価のためのルーブリックの活用 

ウ 授業参観シートの活用 

本頁の授業改善のプロセスはリーフレット「『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善

№1、№2」（教育センターWeb サイト→「調査研究」よりダウンロード可）で詳しく述べています。

成果（〇）とカリキュラム・マネジメントの視点からの課題（▲） 

生徒の実態について全職員で情報交換 

→「目指すべき生徒の姿」を共有 

→ 特に育成したい資質・能力の設定 

発信力の育成のために用いた共通する手立て

発信力を育成したい 

 

あなたの学校で

はどうですか？ 

特に育成したい

資質・能力は？ 

RV-PDCA のサ

イクルを意識し

ていますか？ 

有効な手立ての

情報共有はでき

ていますか？ 

教科の枠を超え

た取組は進んで

いますか？ 

学
び
続
け
る
力
、
粘
り
強
く
続
け
る
力
を

備
え
た
、
積
極
的
な
生
徒
を
育
て
た
い
！

主体的・対話的で 

深い学びの視点 
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長崎県の教職員が、職務を遂行するために必要な事項の基本

を学ぶためのテキストとして、毎年各学校や初任者に配付して

いる『学び続ける教師のために』を、本年度大きく改訂しまし

た。新しい学習指導要領に合わせて内容を刷新した他、教師が

自らの実践を振り返り、学びを積み重ねていくために常に傍ら

に置いていただけるよう工夫しています。また、小学校版、中

学校版、高等学校版に加えて、特別支援学校版を新たに発行し

ました。若手教職員のみならず、全ての先生方が職務の基本を

確認したり、新しい情報を取り入れたり、教師のあるべき姿を見つめ直したりすることのできる内容です。様々

な研修の場面でぜひ御活用ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①育成指標との関連を意識しながら学ぶ 

「長崎県 教員等としての資質の向上

に関する指標」には、教職員の資質として

必要な１５の視点（Ａ～Ｏ）が示されてい

ます。各章の初めに、指標との関連が示さ

れていますので、各ステージのそれぞれ

の視点で、どのような資質を向上させる

のかを意識しながら学んでください。 

②振り返りのページで学びを蓄積する 

「学びの記録」は指標を参考にしながら将来のありたい姿を描

き、自らの歩みを定期的に振り返ることで、次の実践へつなげて

いくためのページです。この学びのサイクルで、自らの教師とし

ての成長を図ってください。 

③参考資料で研修を深める   

各項目の内容は、教職員として必要な事項を精選して示しています。より深く学ぶために、参考資料につい

て記載していますので、本冊子と併せて学ぶことにより研修内容を充実させてください。 

Ｎｅｗ『学び続ける教師のために』活用のススメ 

＜内容＞ 

Ⅰ 公務員としての服務及び勤務時間等  

Ⅱ 学校教育と教師  

Ⅲ 教育活動 

○学級経営 ○教科指導 ○道徳教育 

○自立活動（特別支援学校のみ） 

○総合的な学習の時間  

（高校・特別支援学校高等部は「総合的な探究の時間」）

○特別活動  

○外国語活動（小学校・特別支援学校小学部のみ） 

○特別支援教育（特別支援学校以外）  

○生徒指導 ○キャリア教育 ○人権教育  

○へき地・複式教育（小学校・中学校のみ） 

○健康安全教育  

○家庭や地域との連携及び協働と学校間の連携 

  

・「長崎県 教員等としての資質の向上に関する指標」

 ・学びの記録 

 ・結び（玖島抄より） 

活用のポイント 
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「⾒守りシート」を活⽤して、保護者との共通理解を促進し、⽇々の指導を効果的に⾏いましょう。 
 

○「見守りシート」は、保護者と学校が子供の心と体の成長や集団生活の送り方について、共通 

の観点で捉えるためのチェックシートです。子供を家庭と学校での生活の両面から捉え、教員 

と保護者が共通理解を図るために活用します。 

○教育センターでは、「見守りシート」の活用方法等をまとめた「『見守りシート』活用ガイド 

ブック」を作成しました。ぜひ、多くの学校で御覧いただき、「見守りシート」を活用してください。 

「『見守りシート』活用ガイドブック」は、「活用ガイド編」、「校内支援体制の充実 

のための実践事例編」、「基本様式集」で構成されており、すべて教育センターの特別 

支援教育のページからダウンロードができます。ぜひ、各学校で活用してください。 

【教育センター 特別支援教育のページ】 https://www.edu-c.news.ed.jp/?page_id=21  

※右の２次元バーコードからも特別支援教育のページを御覧いただけます。

教 職 員 の 声 
保 護 者 の 声 

※「『見守りシート』活用ガイドブック」から抜粋

○把握できていなかった子供のつまずきに気付くこ 

とができ、教員が注意深く子供を観察するように 

なり、必要な支援につなぎやすくなった。 

○家庭と学校の子供の育ちの捉え方の違いに目を向 

けて保護者と話し合うことで、必要な支援につな 

げることができた。 

○普段、子供と接していて当たり前と感じることも 

見守りシートの観点で振り返ることで、子供の様 

子の変化に気付く機会となった。 

○学校で見せる様子とは異なる家庭の様子を伝える 

機会となった。悪い面としてではなく、改善点と 

して見てほしい。 

個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成したいが・・・ 

  

先生に子供のことを相談したいのだけど・・・ 

 
学校では、特に 

心配ありませんよ。

家庭 学校学校家庭 

「 『見守りシート』活用ガイドブック」について 

Ａ票（小学校高学年用） 

質 問 項 目 

1.体を上手に動かすことができていますか？ 

2.自分のことは自分でできていますか？ 

3.安定した気持ちで生活できていますか？ 

4.友達と仲良く過ごせていますか？ 

5.コミュニケーションが上手に取れていま 

すか？ 

6.マナーやルールを守って生活できていま 

すか？ 

７.学校で、楽しく生活できていますか？ 

 

友達関係もうまくいかないし、授業中も

質問しないけど、分からないで困ってい

るみたい。 

家では、特に困って 

いませんけどね。 

宿題をしたがらず、 

時間もかかるし、 

散らかしっぱなし…。 
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県立高等学校における通級による指導の手引き 

県教育センターでは、発達障害等の子供に対して

長崎大学と連携・協働し、高度で専門的な相談を実

施しています。 
 

 
 
 
 
 
※ 本システムでは、県教育センターが窓口となっ

て相談申請を受け付け、相談者のニーズによって

対応機関をコーディネートします。関係機関が迅

速に対応できるよう、連携を密にとっています。 

令和元年度「通級による指導」実施高等学校 

※ 在籍学級（通常の学級）における指導・支援のポイントも掲載しています。「通級に 

よる指導」実施校はもちろん、多くの高等学校での指導のヒントとなりますので、現在 

公開中の「県立高等学校における通級による指導の手引き」を御活用ください。 

・五島南高等学校 
・鳴滝高等学校 
・佐世保中央高等学校 
 
・中五島高等学校 
・島原翔南高等学校 

令和元年度から、新たに 

「通級による指導」を開始

した学校（２校） 

平成３０年度からの 

実施校（３校） 

令和元年夏 
改訂版 公開予定 

長崎県発達障害等訪問支援システム利用手順・申請様式は、教育センターWeb サイトからダウンロードしてください。 

https://www.edu-c.news.ed.jp/?page_id=80    ※右の２次元バーコードも御利用ください。 

【主な連携機関】 
○長崎大学「子どもの心の医療・教育センター」 
○長崎大学「地域教育総合支援センター」 

県立高等学校「通級による指導」２年目スタート 

長崎県発達障害等訪問支援システムによる高度で専門的な相談を実施中 

県内の高等学校に発達障害があると思われる生徒は、 

約２.３％在籍しています（Ｈ27 県教育委員会調査）。 

このような生徒に対し、高等学校における「通級によ

る指導」が平成 30 年度に制度化され、今年度 2 年目が

スタートしました。 

「通級による指導」は、一部の授業時間や始業前・放

課後の時間等に、個々の教育ニーズに応じた特別の指導

を行います。 

生徒は、「通級による指導」を受けることで、コミュ

ニケーション力が向上したり、心理的な安定につながっ

たりするなど、成果が着実に表れています。 

-２６- -２８- 
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学習指導要領の総則第４（高：第５款）児童（生徒）の発達の支援に「学習や生活の基盤として、教師と児

童（生徒）との信頼関係及び生徒相互のよりよい人間関係を育てるため、日頃から学級（ホームルーム）経営

の充実を図ること。また、主に集団の場面で必要な指導や援助を行うガイダンスと、個々の児童（生徒）の多

様な実態を踏まえ、一人一人が抱える課題に個別に対応した指導を行うカウンセリングの双方により、児童（生

徒）の発達を支援すること。」とあります。今回はカウンセリングに焦点を当て、「チームでの対応」と「アセ

スメント（見立て）」について御紹介します。 

児童生徒の抱える課題は多様化、複雑化しています。問題が生じた後の対応だけでなく、未然防止、早期

発見の意識をもち、学校と家庭や地域との連携、協働が必要です。 

また、児童生徒の問題行動については、担任や担当者だけで対応するのではなく、学年主任、生徒指導主

事、カウンセラー、養護教諭、管理職など様々な教職員が関わることも大切です。問題行動の背景として、

心の問題と共に児童生徒の置かれている環境が絡み合っている場合があります。心理の専門家であるスク

ールカウンセラー（SC）や福祉の専門家のスクールソーシャルワーカー（SSW）も含めた「チーム」とし

て対応し、必要に応じて外部機関等につなぎ、支援を継続することが大切です。 

SSW が配置されていない学校については、市町教育委員会や県教育委員会に申請をすることで派遣可能

となります。それぞれが専門性を活かしながら協働し、児童生徒の成長を支えましょう。 

県教育委員会・市町福祉部局・県福祉

事務所・児童相談所・警察署・県教育

センター・市町の教育機関・保健所・

医療機関 など 

参考：「学校と関係機関との連携マ 

ニュアル」 

（長崎県教育委員会 平成２９年） 

連携・協働 
家庭 

関係機関 

児童生徒の抱える課題については、教師一人で抱え込まず、チームとして対応しましょう 

的確な支援のためのアセスメント（見立て）が大切です 

見守り活動 
交通安全運動 
民生委員・児童委員
PTA    など 

生徒指導提要の第５章教育相談に「アセスメントとは『見立て』とも言われ、解決すべき問題や課題のあ

る事例（事象）の家族や地域、関係者などの情報から、なぜそのような状態に至ったのか、児童生徒の示す

行動の背景や要因を、情報を収集して系統的に分析し、明らかにしようとするものである。硬直している

状態をいったん本人や家族の視点に立って見ることで、本人や家族のニーズを理解することもできる。ア

セスメントを行うに当たっては、校内で組織的対応を行うことが重要である。」とあります。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ先生のように強めに叱った場合、効き目は一時的であることが多く、状況によっては悪化する場合が

あります。必要なのは、なぜその児童生徒が歩きまわるのか、その背景を理解することです。 

・授業中どんなときに歩きまわるのか？ ・教職員の関わりにどう反応するのか？ ・友人関係は？ 

・家庭環境（経済的困窮・ネグレクト等）は？ ・専門機関の受診は？ などの情報を集めます。 

それらの情報からＡＤＨＤ等の衝動性によるもの、アスペルガー等の興味の偏りによるもの、しつけ不

足など、問題行動の背景を考察する必要があります。そして、そのアセスメントに基づいて、「座席を刺激

の少ない場所にする」「今、何をする時間なのかを具体的に目に見える形で示す」「どういう行動が望まし

いか、丁寧に教える」など、背景に対応した支援を行うことが効果的です。      

地域 

教育相談の充実 

例えば、児童生徒が授業中に歩きまわって注意をしても座らないとします。 

—先生方ならこんなときにどう対応しますか？— 

Ａ先生：強めに叱る    Ｂ先生：なぜその児童生徒が歩きまわるのかその背景を探る 

問題（現状） 
［何が起きているか］

 

・けんかが多い 

・落ち着きがない 

・行動面にこだわ 

りがある 

アセスメント（見立て）
 
 
 
 
 
 

情報収集［どのような方法で

     情報を集めるか］

・教職員による観察 

・児童生徒の生活アンケート

・作品 等 

 

判断の視点
［どのような視点で 

解釈するか］ 
・保護者の養育態度 
・家庭環境 
・児童生徒の発達状況 

支 援（介入） 
［どのような方法で 

行うか］
・教職員で連携して 
・SC や SSW と連携
 して 
・家庭や地域、専門機

関と連携して 

学校 
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長崎県教育センターＷｅｂサイトをリニューアルしました！ 

児童生徒の健全育成を図るた

め、学校での情報モラル教育の

一層の推進が求められていま

す。 

 長崎県教育委員会とＬＩＮＥ

株式会社が協定を締結し、児童 

新学習指導要領の全面実施に向けて、「主体的・

対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」（No.1

～３）のリーフレットを作成しました。県教育セン

ター研修講座や出前講座において、リーフレットを

活用した講義・演習・協議を実施しています。 

各号の主な内容 

No.1 授業改善のポイント等 

No.2 資質・能力の設定と授 

業改善への生かし方、 

授業実践等 

No.3 子供が見方・考え方を 

働かせるための教師の 

手立て等 → 

② ＳＮＳノート・ながさき    

① 学校支援サイト「玖島の杜」 ④ カリキュラム・マネジメント通信 

③ 「主体的・対話的で深い学び」リーフレット

②

③

①

 学校支援サイト「玖島の杜」には、授業で役立つ

教育用コンテンツや学習指導案等を豊富に用意し

ています。ログインに必要なＩＤとパスワードは各

学校に配付している「長崎県教育センター活用ハン

ドブック」に記載しています。また、各学校代表メ

ールには、「長崎県教育センターメールマガジン第

211 号」でメール送信しています。確認の上、御

活用ください。 

④

生徒のインターネットやＳＮＳの適正な利用に

向け、情報モラル教育教材「ＳＮＳノート・なが

さき」を作成しました。小学校用（低学年用・中

学年用・高学年用）、中学校用、高校用の５種類

と、保護者用、指導者用の活用の手引があります。 

長崎県教育センターWeb サイト 

https://www.edu-c.news.ed.jp/ 

※平成３０年１１月から上記のＵＲＬに変更しています。

各学校のカリキュラム・マネジメントの確立を支

援するため、「カリキュラム・マネジメント通信」

（No.1～５）を作成しました。今年度は出前講座

を開設していますので、是非御活用ください。 

出前講座の申込は★（左上図参照）から！ 

カリキュラム・マネジメント出前講座 

「カリキュラム・マネジメントの確立に向けて～三

つの側面から『つなぐ』教育活動～」 

対象：小・中・義・高・特

「結果分析から始めるカリキュラム・マネジメン

ト～全国学力・学習状況調査の活用～」 

対象：小・中・義

★

長崎県教育センターＷｅｂサイトをリニュー

アルしました。より利用しやすくなるように工夫

しています。ここでは、サイトから利用できる役

に立つコンテンツ等を紹介しています。是非御活

用ください。 
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研修講座のお知らせ 

長崎県教育センターWeb サイトから閲覧・ダウンロードが可能です。 

トップ→研修→教育センター研修講座→研修講座一覧（https://www.edu-c.news.ed.jp/?page_id=25） 

              

 

「ガラパゴス携帯」とは、スマートフォンへの

移行という世界的な潮流の中で、わが国の携帯電

話が独自に進化を遂げたさまを揶揄した言葉で

あるが、昨今、一部識者からは“教育のガラパゴ

ス化”を心配する声も上がっている。 

急速なイノベーションによって、社会が大きく

変革することが予想される中、いわば世界基準の

教 育 の 方 向 性 と し て Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ が 公 表 し た

「Education2030」では、育てたい力として「新

たな価値を創造する力」「対立やジレンマを克服

する力」「責任ある行動を取る力」の３つを挙げ、

個々の資質能力の向上を目指している。これは、

新学習指導要領における人材育成の方向性とほ

ぼ一致している。 

わが国は、すべての国民が平等に基礎学力の定

着を図るシステムとして、学習指導要領のもと一

斉授業により均質的でレベルの高い教育を実現

し、効率的に運用してきた。このことは、ＯＥＣ

Ｄの学習到達度調査（ＰＩＳＡ）の結果を見れば

明らかである。しかし、知識偏重の教育に陥り、 

育成した学力が実際の社会が求める資質・能力と

乖離がある現状や、若者の内向き思考など抱える

課題も大きい。   

世界各国は、自国の経済発展のために大胆な教

育改革に動き出している。しかし、社会構造や文

化、教育システムの歴史は各国一様ではない。し

たがって、世界基準の教育の方向性が妥当だとし

ても、そのプロセスが違ってくるのが当然だ。わ

れわれ教育に当たるものとしては、これまでの日

本の教育の真髄（エスプリ）にもっと自信と誇り

をもってあたるべきであり、その延長線上に教育

そのものの高度化＝質的転換を図っていくべき

だと考える。もちろん、こうした日本独自のプロ

セスは決してガラパゴス化ではない。 

いよいよ新学習指導要領の全面実施が迫って

いる。単純に指導要領の趣旨を踏まえて実践に向

かうのではなく、教育の真髄を見据え、自分自身

のフィルターで取り組むべき具体を求めていく

べきではないだろうか。困難だが不可避の道であ

り、今こそ、学校や教師の力量が試されている。

新学習指導要領の実施に向けて      長崎県教育センター所長 林田 和喜 

単票（講座の概要）はこちら。 

実施要項（講座の詳細）・事前提出資料等は

こちら。 

校種、希望者、該当者等で絞り込んで表 

示することができます。 

スマートフォン等か

ら「研修講座一覧」へ

直接アクセスする場

合はこちら。  → 

 学校支援 教員応援 
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